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研究成果の概要（和文）：日本に自生するシダ植物について、生殖様式と倍数性や種形成起源に関する可能な限
り多くの情報を収集した上で、変種以上の分類群を生物学的実体と対応するように再検討し、必要なものについ
ては分類・種の範囲の見直しをおこなった。その結果、新たな種名目録で692種（亜種・変種を含むと720種）が
認められ、ヤブソテツ属・オオバノハチジョウシダ類・イノモトソウ属・フジシダ属など種の範囲が見直された
ものを含む各分類群の分布・識別形質の情報が、広く利用可能な形で整理・公表された。

研究成果の概要（英文）：All the pteridophyte (fern and lycophyte) taxa native to Japan were reviewed
 based on newly collected information on reproductive modes, ploidy levels and speciation history, 
and the names and the species delimitation were revised in a number of groups including Pteris, 
Cyrtomium and Monachosorum. A species check list comprising 692 species (720 taxa when subspecies 
and varieties included) was compiled. The information on distribution and important distinguishing 
characters  was integrated and published.

研究分野：植物分類学
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１．研究開始当初の背景 
 植物には高次倍数体が多く知られ、それら
の多くは交雑と倍数化を経て形成された異
質倍数体であると考えられており、特にシダ
植物では網状進化と呼ばれる複雑な種形成
が高頻度で起こっていることが知られてい
る。 
日本列島産のシダ植物は、これまでに染色
体や胞子の観察による生殖様式・倍数性の情
報や、DNA バーコードの情報など、その多
様性の解明の鍵となる情報が豊富に収集さ
れてきた。しかし、それらの情報は必ずしも
集約されておらず、入手が容易でありながら
倍数性等が不明な種もまだ多く残っている
ことから、それらの不足する情報を補間する
ことでこれまで見逃されてきた種の実体を
解明できることが期待された。さらに形態か
らの同定が困難で、分類学的問題があると目
される分類群は、現在の分類が真の種の実体 
と対応していないことが同定の困難さにつ
ながっていることが予想された。 
 
２．研究の目的 
形態形質から定義されるものが大半であ
った日本産シダ植物（当初リストでは全 733
種）の「種」のユニットを、倍数性・生殖様
式・系統の情報を加えた統合情報に基づいた
厳密な「生物学的ユニット」に細分した上で、
各ユニットの分布パターンを周辺国の情報
も含めて地図化する。これにより、従来見逃
されていた倍数性レベルの固有性等も含め
て、周辺地域との本質的な植物相の比較を行
う。固有種を多くはぐくむ日本列島の植物相
の真の特性を、情報量が豊富な分類群である
シダ植物を活用して明らかにすることがね
らいとする。 
 
３．研究の方法 
(1)既存情報の収集 
 日本産種に関する倍数性・生殖様式に関す
る情報を、先行研究から徹底的に収集した。
この際、日本を含む広域に分布する種につい
ては、海外における倍数性・生殖様式の報告
の情報も収集した。日本・中国・インドなど
では、染色体報告の目録が出版されているが、
これらには誤引用や漏れも多いことから、可
能な限り原著にあたって情報収集するよう
に努めた。 
 
(2) 倍数性・生殖様式の情報がない種におけ
る新規情報収集 
 生材料を現地または二次育成地から収集
し、主に根端細胞の体細胞分裂観察から染色
体数（倍数性）を、胞子嚢あたりの胞子数か
ら生殖様式（有性生殖/無融合生殖/不稔性）
を判別した。種内に異なる倍数性・生殖様式
が検出された種では、徹底して種内変異を調
査するために多くの生材料を追加収集する
と共に、標本庫に収蔵された標本の胞子・細
胞サイズ観察から、倍数性・生殖様式を推定

した。 
 
(3)分子系統解析 
 種内に複数のサイトタイプが混在してい
たり、網状進化が起こっていたりする可能性
が高いと推定された分類群では、分子マーカ
ー（葉緑体・核 DNA マーカー）を用いて、網
状進化を含む系統関係の解析を行った。 
 
(4)分類の改変と種名目録の編纂 
現在広く認識されている分類群が、解明さ
れた生物学的実体と対応していないと判断
された種（群）においては、種の定義の見直
しを行った。見直し結果を反映させて新たな
日本産種名目録を作成した。 
 
(5)新分類見解の普及 
 生物学的実体に対応するように改変され
た分類の普及のために、学術論文での発表を
行った他、普及書で成果（各種の分布、重要
な識別形質）を公表すると共に、全国各地の
植物研究家からに新たな同定結果を報告し
て、成果の定着に努めた。 
 
４．研究成果 
(1)既存情報の収集 
各分類群の倍数性・生殖様式の情報を文献・
染色体データベース等から収集した。さらに、
申請者が作成した「アジア産シダ植物学名チ
ェックリスト」を活用して、種概念の異見解
にも注意を払いながら、各分類群の分布域に
関する情報を整理した。日本産分類群のうち、
国内産個体の倍数性・生殖様式について約
74%について 1 件以上の報告があることが把
握された。海外産の個体において日本国内で
知られているものとは異なる倍数性・生殖様
式が報告されている事例が約 90 種について
見出された。種・亜種・変種に限って見ると
全体の約 22%(161)の分類群に種内倍数体の
存在が確認された。 
 
(2)倍数性・生殖様式の情報がない種におけ
る新規情報収集 
合計 14種 3雑種（リュウキュウキジノオ、
ホソバコウシュンシダ、サツマハチジョウシ
ダ、ヤクシマハチジョウシダ、ツクシヤワラ
シダ、タイワンハシゴシダ、コウラボシ、ミ
ヤマヘビノネゴザ、ニセコシノサトメシダ、
コウライイヌワラビ、ムクゲシケシダ、ヒュ
ウガシケシダ、コウライイヌワラビモドキ、
リュウキュウイタチシダ、コバヤシカナワラ
ビ、イイノカナワラビ、ホクリクイヌワラビ）
について、生材料を入手し、日本産個体の倍
数性と生殖様式を初めて明らかにした。他に
ハチジョウシダモドキ、タイワンハリガネワ
ラビ、ミョウギシダなどについて新たなサイ
トタイプを見出した 
 
(3)分子系統解析 
特に複雑な種分化を起こしていると考え



られた以下の群についてDNA解析のための材
料収集を日本及び周辺地域から高密度に行
った：ヒメシダ科ミゾシダモドキ類・ハシゴ
シダ類、メシダ科シケシダ属、ナヨシダ科ウ
スヒメワラビ属、コバノイシカグマ科フジシ
ダ属、コケシノブ科アオホラゴケ類。それぞ
れの葉緑体・核 DNA マーカーを用いた系統解
析結果と、別途得られた倍数性・生殖様式の
情報から、それぞれの群における種形成過程
が推定された。 
8 倍体の高次倍数体が知られるヒメシダ科
ミゾシダモドキ類では４倍体化後に二次的
な種分化を起こした可能性が示唆された。一
方 2,3,4 倍体が知られるアオホラゴケでは、
各サイトタイプの日本列島での分布がほぼ
把握され、北方型 2倍体と南方型 2倍体およ
びそれらの交雑に起源する異質倍数体の存
在が明らかになる一方で、2 倍体と 4 倍体の
交雑起源と推定される3倍体が広域に分布し
ていることも明確になった。さらにフジシダ
属では、従来日本固有種と考えられていたヒ
メムカゴシダが、現在日本に産しないムカゴ
シダを片親に持つ不稔雑種あることが明ら
かになり、類を見ない国をまたいだ雑種形成
の事例を報告した。 
 
(4)分類の改変と種名目録の編纂 
本研究で得られた成果、及び最近発表され
た研究成果を反映させながら最新版の種名
目録を作成し、694 分類群（種・亜種・変種）
に整理された。イノモトソウ科オオバノハチ
ジョウシダ群と、オシダ科オニヤブソテツ類
については、明らかになった生物学的実体と
一致するように、分類の改変を行った。前者
については、有性生殖型をオオバノハチジョ
ウシダ、無融合生殖型をオオバノアマクサシ
ダと再定義した。後者については、学名が正
式に発表されていない状態であった北方型 2
倍体と南方型 2倍体を、それぞれ亜種ヒメオ 
ニヤブソテツ、ムニンオニヤブソテツとして
正式に記載した。定義を改めた。また、本研
究で得られた知見の一部を国際的なシダ植
物の系統研究グループに提供し、最新の高次
分類体系である「PPGI 体系」に反映させた。 
 
(5)新分類見解の普及 
 解明された真の生物学的ユニットに基づ
く分類の普及を図るため、日本産全シダ植物
について、10km メッシュ単位の分布図と識別
に重要な形質を集約した普及書を出版した。 
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